
■適用病害名及び使用方法� （2023 年 8月 15日現在）

作　物　名 適用病害名 希釈倍数
（倍） 使用液量 使用時期 本剤の

使用回数

プロパモカルブ塩
酸塩を含む農薬
の 総 使 用 回 数

使用方法

レ タ ス べと病 500～
1,000

100～ 300
ℓ /10a

収穫14日前
まで

３回以内 ３回以内

散　布

き ゅ う り
立枯性疫病

400
3ℓ /m2

苗床：は種直後
本圃：定植直後
及び生育初期

（収穫21日前まで）
土壌灌注苗立枯病

（ピシウム菌） は種時

し ょ う が 根茎腐敗病 400～
600

生育期
（収穫30日前まで） ５回以内 ５回以内

た ば こ
舞　病

400 100mℓ/株 大土寄時 ２回以内
大土寄時は
１回以内

２回以内
大土寄時は
１回以内

株元灌注

400～
600

5ℓ /m2 苗床期
（移植前日まで） 苗床散布

疫　病ガ ー ベ ラ 3ℓ /m2

発病初期 ８回以内 ８回以内

土壌灌注

セントポーリア 20～ 25
mℓ /株 株元灌注

西 洋 芝
（ベントグラス）

赤焼病 1ℓ /m2
散　布

ピシウム病 500 0.5ℓ /m2

�効果・薬害などの注意
１．蚕に対して影響を及ぼすおそれがあるので、養蚕で使用する桑葉にかからないようにしてください。
２．本剤は酸性溶液なので、金属の器具、容器を使用した場合は、使用後よく水洗してください。
３．使用に当たっては、使用量、使用時期、使用方法を誤らないように注意し、特に初めて使用する場合
には、病害虫防除所等関係機関の指導を受けるようにしてください。

�安全使用上の注意� �
４．誤飲などのないように注意してください。
５．原液は眼に対して刺激性があるので、薬液調製時には眼に入らないよう注意してください。眼に入っ
た場合には直ちに水洗し、眼科医の手当を受けてください。

６．使用の際は農薬用マスク、不浸透性手袋、長ズボン・長袖の作業衣などを着用してください。作業後
は直ちに手足、顔などを石けんでよく洗い、うがいをするとともに衣服を交換してください。

７．作業時に着用していた衣服等は他のものとは分けて洗濯してください。

殺　　菌　　剤

PREVICUR-N

有効成分 プロパモカルブ塩酸塩　64.0％
毒　　性 普通物（毒劇物に該当しないものを指していう通称）
包　　装（100mℓ×10本）×６箱

登録番号 第17198号
種 類 名 プロパモカルブ塩酸塩液剤
	 propamocarb・HCL
	 殺菌剤分類 28
性　　状 淡黄色澄明水溶性液体
有効年限 ４年

■特　長
１．卵菌類・藻菌類による病害に特異的な効果を示すため、べと病・疫病・ピシウム菌
病などに高い防除効果を発揮します。

２．主な防除効果は、病原菌の感染・侵入の阻止（予防効果）により発揮されますが、
病気の進展阻止、胞子形成阻害などの効果も併せ持っています。

３．根部からも吸収され、茎葉部に移行（浸透性）して地上部でも効果を発揮します。
４．適度な土壌吸着があるので、土壌下方への流亡が少ない薬剤です。
５．土壌中の微生物相に対して影響が少なく、また土壌微生物により分解されるので、
環境汚染の心配がありません。 最新の登録内容、

SDSはこちら
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https://www.nippon-soda.co.jp/nougyo/product/4374/


殺　　菌　　剤　　　日曹プレビクールN液剤
８．かぶれやすい体質の人は取扱いに十分注意してください。
９．公園等で使用する場合は、使用中及び使用後（少なくとも使用当日）に小児や使用に関係のない者が
使用区域に立ち入らないよう縄囲いや立て札を立てるなど配慮し、人畜等に被害を及ぼさないよう注
意を払ってください。

保管：密栓し、直射日光をさけ、食品と区別して、小児の手の届かない冷涼な場所に保管してください。
【農薬をご使用の際は】
●使用前にはラベルをよく読んでください。
●ラベルの記載以外には、使用しないでください。
●小児の手の届く所には、置かないでください。
●空容器・空袋は圃場などに放置せず、適切に処理してください。
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